
 

 

平成 31年度 第１回羽島中学校学校運営協議会 議事録 

１ 日時 平成 31年 4月 22日（月） 午後 1時 30分～午後 3時 

２ 場所 羽島中学校 図書室（北舎２階） 

３ 出席者 ２０名（全委員 ２３名） 

足近校区 武山和明（コミセン館長） 長島秀賢（主任児童委員） 田中彰俊（地域コーディネーター） 

       関広和（コミセン協議会長）名和泰典（青少年育成推進会長）老田美智子（主任児童委員） 

小熊校区 大橋利正（コミセン協議会長） 大橋芳明（コミセン館長） 

水野治郎（青少年育成推進員代表） 柳川禎章（地域コーディネーター） 

正木校区 味岡巌（自治委員会長） 豊島裕香（主任児童委員）不破祥公（主任児童委員） 

小塚秀隆（コミセン館長）今井田康雄（地域コーディネーター）豊島信征（コミセン協議会長） 

市教育委員会 島戸秀人（指導主事） 浅野喜代子（市 CSディレクター） 

羽島中学校  今井田一志（PTA会長） 森山健（学校長） 栗本裕明（教頭） 

今井田桂太(主幹教諭) 

４ 議事 ①学校運営協議会委員の委嘱（式） 
 教育委員会より委嘱書を受ける。 
②「学校運営協議会」についての説明（総括生徒指導主事） 
・羽島市立学校における学校運営協議会設置等に関する規則の改定に伴い、当会会則を
修正。 

・学校運営協議会の主な役割。 
③運営協議会長、副会長選出 
・学校運営協議会会則第１０条により、学校長が推薦し、協議会が選任。 

④本校教育活動について説明 
・校長：学校経営全体構想について説明。 

・教頭：平成３１年度の学校行事について説明。 

・承認：全員一致で承認。 

⑤学校運営協議会における活動説明（主幹教諭） 
 ・本年度は防災に力点をおく。 
⑥意見交流 
<地域とのつながり> 
・小中の交流をもっとすすめていきたい。（子ども同士が） 
・コミセンの活動に中学生が参加すると活気付く。 
・地域に帰ると生徒は挨拶をしなくなる。道徳授業などで挨拶に対する啓発をしてほし
い。 

・PTAはすべては生徒のために活動している。親の意識を高めたい。 
 
<学校生活> 
・長期欠席の生徒の要因は何か。複合的な要素が多く、医療や関係機関と連携していく。 
・下校時間、生徒が多いため小荒井の信号がとてもあぶない。 
・自転車事故防止のためステッカーを変えたが、減少につながっているか。 
・自転車通学生の安全の確保。通学路の安全性、自転車の整備状況を確認。 
・少子化が進んでいる中、特別に支援を要する子どもたちに対して、児童生徒たちに力を
付けさせたい。そのためにも、交流学級での活動を充実させ心を育てたい。 

・羽島中ならではの取り組みをもっと前面に出し、スリム化を図ってはどうか。 
・カネスエから小学校に向かう道が危険。 



<要望等> 
・先生方は遅くまで仕事をされている。勤務時間の短縮に向けた取り組みを。 
・目標時間を設定するなど、具体的な働き方改革をもっとすすめていく必要性。 
・多くの生徒に参加して欲しいため、地域行事と学校行事の重なりを調整してほしい。 
・コミュニティーセンターは町の活動拠点。小中学生が来るとあたたかい雰囲気になるた
め、もっと様々な活動に参加して欲しい。 

 
<協議会運営> 
・今年度から地区懇談会が夜になり、地域で行っている懇談会と区別が必要。 
・中学校からの案内状を小学校の封筒に変えると、参加率が上がるのではないか。 
・小中一貫教育が充実すると、学校に来校しやすくなる。 
・顔を見て話ができないため、会議の席を円卓状にしてほしい。 
・校長と３役の規模で会議の回数を増やして欲しい。 
・PTA団体と運営協議会との連携。 
・モア構想と運営協議会が並立している。市内で統一が図れないか。 
・地区によって問題点が違うため、運営協議会を同じ日に行うのではなく、地区ごと変え
てはどうか。 

 

５ 決定事項 ○平成 3１年度学校運営協議 会長    田中 彰俊 様 
       〃      副会長 柳川 禎章 様 
 
○平成 3１年本校教育活動方針 － 承認（全員一致） 

６ 連絡等 ○学園連絡協議会（モア構想）の組織の人選のお願い。 

○次回の運営協議会は１０月に行う予定。 

 

 

 

 


